
1クールの
日数

放射線治療

28日 ■なし　□あり

投与日

d1-28 ① カルケンス 200mg/日 1日2回に分服

アカラブルチニブ療法は再発・難治性慢性リンパ性白血病に対して有効性が示されている標準的な治療の一つ
です。本療法は従来治療（リツキシマブ・トレアキシン療法、イデラリシブ・リツキシマブ療法）との比較が行われ、
無増悪生存期間の延長など、アカラブルチニブ療法でより優れた治療成績が報告されています。一方、副作用に
ついては従来治療と頻度は同等とされていますが、副作用の種類が異なるため注意が必要です。
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